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會 岳 山 本 日

去
年
の
秋
の
こ
と
、
私
は
上
越
線
で
湯

澤
へ
い
つ
て
そ
こ
か
ら
あ
の
特
異
な
李
項

を
も
つ
苗
場
山
に
登
り
、
南
下
し
て
草
津

の
方
へ
出
た
。

湯
澤
の
辱
か
ら
二
俣
の
部
落
ま
で
車
を

駆
つ
て
、
河
を
渡
る
と
す
ぐ
上
り
に
か
か

る
。
荷
が
少
々
肩
に
こ
た
へ
た
の
と
、
樹

が
く
れ
に
眺
め
ら
れ
る
遠
山
の
展
望
を
栞

し
む
度
数
が
多
か
つ
た
の
と
で
、
山
上
高

原
の
片
隅
に
建
て
ら
れ
て
あ
る
山
小
合
へ

は
夕
暮
に
や
つ
と
辿
り
つ
い
た
が
、
な
ん

だ
か
果
気
な
い
や
う
な
氣
が
し
て
な
ら
な

か
つ
た
。
嘗
つ
て
、
市
場
山
と
い
へ
ば
数

多
い
上
越
の
山
の
中
で
も
最
も
不
便
な
山

の
ひ
と
つ
で
あ
つ
た
。
信
越
線
に
あ
き
あ

き
す
る
ほ
ど
揺
ら
れ
、
支
線
の
絡
鮎
東
小

千
谷
か
ら
湯
澤
ま
で
車
に
乗
つ
て
、
さ
ら

に
芝
原
峠
を
越
え
た
頃
に
は
、
い
か
に
も

は
る
ば
る
遠
い
と
い
ふ
氣
分
を
多
分
に
も

つ
山
で
あ
つ
た
が
、
今
日
で
は
東
京
に
住

む
者
に
と
つ
て
何
虔
よ
り
も
簡
単
な
山
登

り
の
封
象
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
。
上

越
線
の
開
通
と
と
も
に
苗
場
山
は
名
貴
ど

も
に
近
い
山
に
な
つ
た
。

交
通
の
曇
達
に
よ
つ
て
或
る
山
が
自
分

の
身
近
く
な
つ
た
や
う
に
感
す
る
こ
と
は

苗
場
山
の
一
例
に
み
て
も
明
か
で
あ
る
が

国
内
鐵
道
の

一
幹
線
の
開
通
な
ど
と
に
全

く
無
関
係
な
海
外
の
山
岳
に
つ
い
て
も
、

由
つ
て
来
る
と
こ
ろ
に
異
る
が
、
近
頃
そ

れ
ら
の
山
岳
に
封
し
て
、
私
逹
は
ｂ
往
時

の
マ
う
に
日
本
人
な
ど
の
手
に
員
へ
な
い

山
と
い
ふ
や
う
な
感
じ
を
抱
く
こ
と
な
く

近
い
海
来
に
日
本
の
登
山
界
の
何
人
か
に

12

山

は
近
づ

く

月 二 年 七 和 昭

よ
つ
て
世
界
の
高
年
の
い
く
つ
か
が
登
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
ふ
感
じ
を
持
つ

に
至
つ
た
。
言
ひ
換

へ
れ
ば
海
外
の
高
山

が
感
じ
の
上
だ
け
で
は
私
逹
に
近
い
も
の

と
な
つ
て
き
て
ゐ
る
の
だ
。

既
に
辻
村
氏
の

「
ス
ウ
イ
ス
ロ
記
」
や

鹿
子
木
氏
の

「
ア
ル
ベ
ン
行
」
や
棋
氏
の

「
山
行
」
な
ど
に
よ
つ
て
私
逹
に
近
付
い

て
き
た
瑞
西
の
山
々
は
、
そ
の
後
、
暇
に

ま
か
せ
て
ア
ル
プ
ス
を
駆
け
ま
は
つ
て
き

た
連
中
か
ら
Ｄ
漢
々
と
し
て
養
き
な
い
登

山
談
を
き
く
に
及
ん
で
、
盆
々
近
く
の
山

の
や
う
に
思
は
れ
て
き
た
。

加
奈
陀
の
山
も
燿
か
し
い
ア
ル
バ
ー
タ

の
登
頂
成
就
に
よ
つ
て
Ｄ
既
に
私
達
に
親

し
く
な
つ
て
あ
る
。
数
へ
き
れ
な
い
ほ
ど

の
峯
々
と
水
河
と
を
も
つ
加
奈
陀
に
は
、

海
ひ
と
つ
越
え
れ
ば
と
い
ふ
隣
り
の
や
う

な
心
で
す
さ
を
感
す
る
。

ま
た
書
物
の
上
で
讀
ん
だ
こ
と
し
か
な

か
つ
た
ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
の
山
も
、
登
山
史
上

の
事
責
と
し
て
で
は
な
く
現
在
私
逹
と
時

代
を
同
ビ
く
す
る
獨
逸
の
或
は
英
国
の
登

山
家
達
の
敢
角
な
行
動
を
耳
に
し
て
は
、

或
は
私
達
の
近
く
で
長
谷
川
氏
が
警
へ
が

た
な
き
回
想
に
耽
り
つ
ゝ
眼
を
か
が
や
か

し
て
語
る
の
を
聞

い
て
は
、
も
う
そ
ん
な

に
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
の
マ
う
に
は
思
は

れ
な
く
な
つ
た
。

最
近
若
い
人
達
の
間
の
ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
遠

征
熱
は
な
か
ノ
ヽ
旺
盛
の
マ
う
で
あ
る
ｏ

そ
れ
は
も
と
よ
り
こ
ゝ
雨
三
年
末
世
界
の

登
山
界
に
於
け
る
ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
登
攀
除
の

績
出
に
刺
戟
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の

一
因
を

な
し
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
が
、
ま
た
ヒ
マ

ラ
ー
ヤ
の
高
峯
も
日
本
の
登
山
者
に
と
つ

て
没
交
渉
な
も
の
で
は
な
い
、
つ
ま
り
舅

近
い
も
の
の
や
う
に
感
じ
て
き
た
こ
と
も

そ
の
ひ
と
つ
の
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
の
で

は
あ
る
よ
い
か
。

日
本
か
ら
ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
ヘ
遠
征
隊
を
途

る
の
は

い
つ
の
日
の
こ
と
か
？
そ
れ
は
そ

ん
な
に
近
い
絡
茶
に
簡
単
に
貧
現
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

か
の
英
国
の
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
峯
遠
征
が
夙

に

一
九
〇
五
年
に
ブ
ル
ー
ス
、
ロ
ン
グ
ス

タ
フ
、
マ
ム
の
諸
氏
に
よ
り
試
み
ら
れ
マ

う
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
、
西
蔵
雨
國
政
府

の
入
國
拒
絶
の
た
め
怨
を
呑
ん
で
以
来
十

有
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
遂
に

一
九
二
一

年
に
至
り
決
行
さ
れ
すこ
こ
と
を
想

ふ
と

き
、
若
き
時
代
の
人
人
が
國
外
の
高
き
峯

項
に
診
か
ら
ぬ
開
心
を
も
つ
に
至
つ
た
と

い
ふ
こ
の
こ
と
に
ｂ
本
邦
の
登
山
界
を
例

へ
ば
ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
の
高
峯
に
一
歩

一
歩
近

づ
け
つ
ヽ
あ
る
も
の
だ
と
言
ひ
得
マ
う
。

（
一
九
三
二
年
二
月
　
藤
島
　
敏
男
）

含
費
排
込
に
つ
い
て

昭
和
七
年
度
本
會
含
費

（
金
六
回
）
の

排
込
期
日
は
二
月
末
日
で
あ
り
ま
す
。

筒
ほ
納
付
さ
れ
な
い
方
は
期
日
ま
で
に

な
る
べ
く
振
替
貯
金
に
て
左
記
へ
御
振
込

下
さ
る
や
う
お
願
ひ
致
し
ま
す
ｏ
振
替
用

紙
は
量
一き
に

「
山
岳
」
二
十
六
年
第
二
琥

に
同
封
致
し
ま
し
た
。
　
　
合

計

課

東
京
市
芝
匝
高
輸
南
町
三
〇

日
本
山
岳
會

（
東
京

・
四
八
二
九
）

第
五
十
四
回
小
集
會
通
知

日
時
　
二
月
二
十
九
日

（月
曜
日
）
午
後

六
時
牛

場
所
　
赤
坂
溜
池

・
三
含
堂

山
の
活
動
篤
員

會
員
　
　
塚
本
　
閣
治
氏

塚
本
さ
ん
の
篤
さ
れ
た
山
の
活
動
窮
員

に
就
て
は
、
私
な
ぞ
が
今
夏
禿
筆
を
描
じ

て
ｂ
兎
マ
角
う
云
ふ
迄
の
こ
と
は
な
い
と

思
ひ
ま
す
。

営
つ
て
私
に
．
塚
本
さ
ん
の
篤
員
で
Ｄ

「創
岳
」
と
か
題
さ
れ
た
の
を
拝
見
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
ｔ
出
来
る

な
ら
ば
塚
本
さ
ん
の
篤
さ
れ
た
の
を
、
皆

見
度
い
も
の
と
思
ひ
つ
ゝ
、
そ
の
折
も
な

く
て
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
ｏ

Ｔ
度
今
月
の
小
集
會
は
、
私
の
営
番
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
大
塑
い
ヽ
機
含
だ
と

思
ひ
ま
し
て
塚
本
さ
ん
に
御
無
理
を
お
願

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
山
の
美
し
い
窮

員
を
見
な
が
ら
、
山
を
想
ふ
の
も
、
小
集

會
に
は
ふ
さ
は
し
い
事
か
と
一思
は
れ

ま

す
。塚
本
さ
ん
の
御
秘
蔵
の
活
動
窮
員
を
公

開
し
て
戴
い
て
、

一
夕
會
員
の
方
々
に
、

山
を
想
ふ
の
機
會
を
提
供
出
来
れ
ば
ｂ
小

集
會
営
番
と
し
て
は
ｂ
此
の
上
も
な
い
事

と
思
ひ
ま
す
。

多
く
の
含
員
の
方
々
の
御
集
り
を
希
望

致
し
ま
す
。

（
司
會
者
　
浦
　
松
）
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員

改

名

宇
都
宮
市
上
河
原
町

浅
野
　
松
蔵

（
奮
名
松
吉
）

調
査
部
報
告

昨
秋
よ
り
着
手
し
て
ゐ
た
全
国
登
山
国

艦
の
調
査
は

一
段
落
を
告
げ
、
現
在
整
理

中
。
今
春
ま
で
に
は
名
簿
を
作
成
す
る
豫

定
で
す
ｏ
回
答
を
寄
ぜ
ら
れ
た
る
諸
山
岳

含
に
厚
く
御
艦
申
上
ま
す
。

現
在
敷
線
計
二
五
六
、
地
方
別
に
す
れ

ば
在
の
如
し

北
海
道
　
七
　
　
　
東
北
　
五

東
京
　
　
六
二

（
他
學
校

一
人
）

横
濱
　
　
エハ　
　
　
栃
木
埼
玉
　
三

新
潟
　
　
上ハ　
　
　
山
梨
　
　
一
六

長
野
　
　
六
　
　
　
富
山
石
川
　
六

名
古
屋
　
二

大
阪
　
三
〇

（
他
學
校
六
）

紳
戸
　
四
八

（他
学
校
四
）

京
都
　
　
一二
（
他
學
校
六
）

和
歌
山
　
一
一　
　
　
中
国
　
　
四

四
回
　
　
一

九
州
　
　
八

（
他
學
校
五
）

蔓
潜
　
　
一
（他
學
校

一
）

山
日
記
編
輯
に
際
し
て

一
九
三
二
年
版
山
口
記
は
既
に
編
輯

着
手
し
て
居
り
ま
す
、
来
年
度
の

に
関
す
る
研
究
含
も
開
か
れ
ま
し
た
ｏ

の
多
大
な
る
御
援
助
と

編
輯
に
際
し
「

希
望
し
て
お
り
ま
す
。
就
中
山
小
屋
及

び
山
案
内
に
開
し
て
左
記
の
條
項
に
就
て

の
報
告
を
御
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
誤
謬
指
摘

二
、
記
載
ぜ
ざ
り
し
山
小
屋
の
名
藤
、
位

置
及
び
其
照
會
先
。

三
ｂ
記
載
せ
ざ
り
し
山
案
内
組
合
ス
は
山

案
内
の
住
所
、
姓
名
ｃ

四
ｂ
主
要
な
る
岩
小
屋
の
名
牌
、
位
置
。

五
、
報
告
者
の
住
所
氏
名
。

山
の
方
雪
目　
　
来
年
度
の
山
日
記
に
山

に
開
す
る
地
方
の
言
葉
を
掲
載
し
度
い
と

思
ひ
ま
す
。
出
来
る
丈
多
く
の
方
言
を
御

通
知
下
さ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。

通
信
先
　
東
京
市
芝
匝
高
輸
南
町
三
〇

日
本
山
岳
含
山
日
記
編
輯
係

本
會
含
員
章
の
侃
用
に
就
い
て

本
含
の
含
員
章
は
入
會
と
同
時
に
各
位

の
所
持
せ
ら
る
る
所
な
る
に
も
拘
ら
す
登

山
旅
行
に
際
し
て
之
を
侃
用
越
ら
る
る
向

は
甚
だ
少
い
や
う
で
あ
る
。
い
か
な
る
理

由
に
基
く
も

の
か
？
潰
憾
の
至
り
で
あ

る
。
含
員
章
の
侃
用
は
含
員
間
親
睦
の
機

と
も
な
り
ｂ
ま
た
無
責
任
な
る
行
動
を
惧

し
む
こ
と
と
も
な
る
を
以
て
登
山
の
折
に

は
全
會
員
が
必
す
之
を
侃
用
越
ら
れ
る
こ

と
を
希
望
し
て
已
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。

新

着

固

書

第
五
高
等
學
校
山
岳
部
報
告
　
第

一
輯

腫
　
邊
　
第
五
輯
　
明
大
僻
育
含
山
岳
部

登
高
行
　
第
八
輯
　
慶
大
健
育
含
山
岳
部

門）”∽　り角①び
の】口ｐ①①【　り４『・　
Ｈ・

東
京
農
大
農
友
含
山
岳
部

墓
彎
山
岳
彙
報
　
第
二
年
七
琥
菫
潜

山
岳
會

ベ
テ
ス
ソ
リ
ヤ
ン
　
第

一
三
六
琥

神
戸
徒
歩
含

ア
ル
カ
ウ
趣
味
　
第
十
九
年

一
琥

日
本
ア
ル
カ
ウ
會

大
阪
ル
ツ
ク
サ
ツ
ク
ク
ラ
プ
部
報
　
第

一

琥
登
山
記
録
　
山
稜
含
誌
十
五
輯
別
刷

登

高

第
四
琥

　

　

日
本
登
高
含

樹
　
水
　
第

一
琥
　
城
南
山
岳
ス
キ
ー
含

岳
　
友
　
第
八
四
、
八
五
琥日
本
岳
友
含

山
　
旅
　
昭
和
七
年

一
月
琥山
旗
山
岳
含

山

　

　

同
　
二
月
琥

横
濱

山
岳
含

踏
　
跡
　
第
四
琥
　
　
東
京
登
山
旅
行
含

一

ア
ル
ベ
ン
カ
ン
ン
ダ
ー

（
一
九
三
二
）
　

一

―

・

・

ヽ

。

一

山

と
渓

谷

祗

一

ア
ル
ベ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

（
丁
九
三
二
）
　

一

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
挑
戦
し
て
　
伊

藤

怒

著

一

旅
　
行
　
第
七
〇
琥
　
東
京
旅
行
ク
ラ
ブ

書 固 着 新

彦

第
五
年

一
琥

東
京
山
彦
山
岳
會

行
案
内
　
第
七
年

一
、
二
琥

昭
和
マ
ウ
ン
ト
ク
ラ
プ

Ｂ
Ｋ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
三
年

一
、
二
琥

東
京
登
歩
漢
流
含

一白
樺
旅
行
含
々
報
　
第
七
年
七
琥

一菅
見
録
　
七
年
十
二
琥
、
八
年

一
琥

一　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
菅

見
走

一開
東
學
生
登
山
聯
盟
報
告
　
第
二
琥

あ
け
び
　
昭
和
六
年
度
版
　
あ

け

び
含

神
戸
突
破
嶺
含
九
周
年
記
念
琥

山
小
屋
　
第
二
琥
　
　
　
朋
　
文
　
堂

山
と
漢
谷
　
第
十

一
琥
　
其
　
　
　
　
祀

武
田
、
田
邊
共
編
高
山
植
物
固
愛

第
五
―

第
七
　
　
　
梓
　
童
日
　
房

東
京
商
科
大
學

一
橋
山
岳
部
年
報

第

一
琥

（
一
九
二
五
）
賓
閣
義
文
氏
寄
賠

北
大
ス
キ
ー
部
創
立
十
五
年
記
念
琥

藤
島
敏
男
氏
寄
賠

地
　
震
　
第
二
巷
第
十

一
琥
木
村
鍍
吉
氏
寄
賠
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睦
地
測
量
部
新
刊
地
固
目
録

五
萬
分

一
地
形
固
　
修
正

仙
壼
　
　
一
琥
　
　
古
　
　
川
　
一
面

高
田
　
　
四
琥
　
　
四
　
　
萬
　
一
面

東
京
　
　
八
琥
　
　
横
　
　
濱
　
一
面

同
　
　
　
十
三
琥
　
秩
　
　
父
　
一
面

宇
治
山
田
　
七
琥
　
賛
　
　
浦
　
一
面

徳
島
　
　
十
三
琥
　
西

大

寺
　
一
面

高
知
　
　
五
琥
　
　
一二
　
　
島
　
一
面

同
　
　
　
九
琥
　
　
新

居

濱
　
一
面

岡
山
及
丸
亀
　
三
琥
　
丸
　
亀
　
一
面

同
　
　
　
十
五
琥
　
土
　
　
生
　
一
面

五
萬
分

一
地
形
団
　
鐵
道
補
入

名
古
屋
　
六
琥
　
　
桑
　
　
名
　
一
面

同
　

　

十
二
琥

久

　

居
　
一
面

宇
治
山
田
　
九
琥
　
一
一
本

木
　
一
面

二
萬
五
千
分

一
地
形
固
　
修
正

宇
都
宮
近
傍

力
琥

宇
都
宮
東
部

一
面

同
　
　
　
十
四
琥
　
大
　
　
谷

同
　

　

十
六
琥
　
壬

　

生

日
光
近
傍
　
一
琥
　
大
　
　
桑

同
　
　
　
二
琥
　
　
今
　
　
市

小
田
原
近
傍
　
十
二
琥
　
箱
根

沼
津
近
傍
　
六
琥
　
須
　
　
走

同
　
　
　
七
琥
　
　
印
　
　
野

大
阪
近
傍
　
二
十
琥
　
西
　
宮

二
萬
五
千
分

一
地
形
固
　
鐵
道
補
入

八
王
子
近
傍
　
九
琥
　
八
王
子

評
岡
近
傍
　
三
琥
　
清
　
　
水

同
　

　

十

一
琥

島

　

田

津
近
傍
　
六
琥
　
　
大
　
　
ロ

同
　
　
　
十
琥
　
　
大
　
　
仰

名
古
屋
近
傍
　
十
二
琥
　
清
洲

岐
阜
近
傍
　
五
琥
　
北
　
　
方

松
本
近
傍
　
十

一
琥
　
松
　
川

面 画 面 画 面 画 面 面

一
帝
回
固

一
面
一
面
一
面
一
面
一
面
一
面
一
面

宮

　

津
　
一
面

二
百
五
十
萬
分

一

滞
洲
及
東
部
支
那

一
般
固
　
一
面

（
昭
和
七
年

一
月
二
十
日
）

国
書
室
開
室
日
増
加
の
お
知
ら
せ

固
書
室
乗
集
含
室
を
利
用
越
ら
る
る
含

御
便
宜
の
すこ
め
に
本
年
二
月
以

の
通
り
開
室
目
を
増
加
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。
同
書
室
の
設
置
維
持
に
つ

い
て
は
本
含
に
於
て
も
、
事
務
の
衝
に
首

者
に
於
て
も
砂
か
ら
ぎ
る
犠
牲
と
苦
心

ひ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

鮎
を
御
諒
察
の
上
含
員
各
位
に
於
て
も
従

来
に
よ
し
て
御
来
室
を
希
望
し
ま
す
。

毎
週

ｏ
月
曜
・
水
唯
・
金
曜

・
徒
前
通

り
午
後
五
時
よ
り
。

毎
週

・
火
曜

・
ネ
曜
・
土
曜

・
午
後

】

時
よ
り
午
後
〓
時
ま
で
。

毎
月
第

】
日
曜
日
及
第
二
日
曜
日

・
午

後

】
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
。

街
毎

〕
，１
第
二
第
四
日
曜
日
、
第

】
第
二

木
曜
日
は
閉
室
と
致
し
ま
す
。

ま
た
月
水
金
の
夜
は
別
記
の
通
り
営
番

を
定
め
、
事
故
な
き
限
り
理
事
在
室
の
こ

と
と
致
し
ま
す
。
　
　
　
国
　
書
　
係

二
　
月
国
書
室
開
室
日
営
番

浦 角 鳥 田 松 松

松 田 山 中 本 方

十 十 九 七 四 二

四 四 一
日 日 日 日 日 日
月
棋 所申伊 茨 藤 波

谷 藤 本 島 邊

十
六
日

十
八
日

十
三
日

十
五
日

廿
八
日

二
十
日

一　
日
　
渡
　
邊
　
十
五
日
　
松
　
方

藤

島

十
八
日

松

本

六
　
日
　
茨
　
木
　
二
十
日
　
田
　
中

八

日

伊

藤

世

百

鳥

山

一
日
　
紳
　
谷
　
十
五
日
　
角
　
田

三
日
　
棋
　
　
　
十
七
日
　
浦
　
松

固
書
室
及
び
襲
含
室
へ
含
員
諸
氏
の
御

来
室
ほ
只
今
で
も
勿
論
可
成
多
い
の
で
あ

り
ま
す
が
、
東
京
市
内
或
ひ
は
近
郊
の
會

員
数
に
比
べ
ま
す
と
ま
だ
ノ
ヽ
物
足
り
な

い
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
同
好
者
の
集
會

ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
事
務
員
に
よ

で
御
申
込
下
さ
れ
ば
出
来
る
だ
け
御
便
宜

を
取
計
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
ｏ
ま
た
固
書

室
集
含
室
に
開
す
る
御
希
望
な
ど
御
遠
慮

な
く
御
申
越
下
さ
る
マ
う
お
願
ひ
致
し
ま

す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
（固
書
係
）

山
岳
パ
ツ
タ
ナ
ン
パ
ロ
の
こ
と

本
含
機
関
誌

「
山
岳
」
の
バ
ツ
ク
ナ
ン

パ
ー
は
昨
年
責
債
の
切
下
を
致
し
ま
し
て

よ
り
含
員
諸
氏
の
み
な
ら
ず
各
方
面
よ
り

多
数
の
申
込
あ
り
、
曇
き
に
獲
表
し
ま
し

た
在
庫
表
中
三
四
の
琥
は
残
部
皆
無
と
な

つ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
御
所
持
な
き
鋏

本
を
補
充
ぜ
ら
る
る
向
は
賣
切
れ
と
な
ら

わ
内
に
お
求
め
下
さ
る
マ
う
お
願
ひ
致
し

ま
す
ｏ
在
庫
琥
数
並
び
に
賣
債
は
本
琥
末

尾
に
掲
載
し
ま
し
た
。

息 消 の 山

日

片
品
村
案
内
料
金

尾

瀬

方

面

一
金
竜
回
参
拾
錢
　
　
　
案
内

ｏ
人
大

一
金
竜
回
五
拾
錢
　
　
　
冬
期
案
内
人
夫

一
金
萱
回
八
拾
錢
　
　
　
乗
馬
駄
馬

鎌

田
方

面

一
金
七
拾
錢
　
　
　
　
　
人
　
夫

一
金
壼
　
回
　
　
　
　
　
乗
馬
駄
馬

羽
根
澤
温
泉
は
尾
瀬
方
面
の
牛
額
。
荷

物
は
冬
期
参
貫
日
、
共
他
は
五
貫
計
迄
ｂ

夜
間
は
賃
金
式
割
絆
の
事
。
登
山
若
案
内

組
合
事
務
所
、
群
馬
縣
利
根
郡
片
品
村
戸

倉
玉
城
屋
旅
館
方
。
（
昭
和
七
年

一
月
決
定
）

新
設
山
小
屋

ス
キ
‥
ヒ
ユ
ツ
テ
　
　
位
置
東
蒲

郡
三
川
村
字
行
地
山
地
内
、
諏
訪
峠
北

大
斜
面
の
西
上
方
．
地
固
五
萬
津
川

所
有
者
、
新
潟
市
西
堀
通
二
番
町
越
後
山

岳
會
、
坪
数
十
七
坪
七
合
余
、
使
用
料

一

泊

一
人
三
十
錢
、
休
憩

一
日

一
人
十
錢
、

庭
具
、
燃
料
備
付
あ
り
、
希
望
者
は
所
有

者
に
申
込
む
事
。
十
二
月
末
よ
り
二
月
末

日
迄
は
小
屋
番
滞
在
。

タ
ロ
フ
小
屋
　
　
位
置
新
潟
縣
中
頸
城
郡

開
山
村
、
神
奈
山
東
方
ク
ロ
フ
尾
根
、
地

萬
妙
高
山
、
開
温
泉
よ
り
約
二
時
間

所
有
者
本
郷
匝
束
片
町
九
六
、
澤
出
方
谷

本
光
彦
、
ク
ロ
フ
會
管
理
者
開
山
村
開
温

泉
富
山
屋
内
笹
川
正
止
ｂ
収
容
二
〇
人
、

使
用
料

一
泊
七
〇
錢
、
日
が
へ
り
三
〇
錢

寝
具
燃
料
備
付
あ
り
、
希
望
者
は
管
理
者

に
申
込
の
事
。

富
　
士
　
山

蕉
臓
二
十
六
日
よ
り
二
週
間
、
先
輩
西

榮
二
郎
外
九
名
で
大
澤
側
か
ら
富
士
に

し
すこ
。
項
上
に
幕
螢
三
夜
。
三
千

地
鮎
に
設
け
た
天
幕
は
南
ア
ル
プ
ス

も
と
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
Ъ
槍
穂
高

や
後
立
山
、
ま
た
妙
高
の
山
々
ま
で
望
ま

て
、
す
ば
ら
し
い
景
観
を
恣
に
す
る
事

出
来
ま
し
た
。
―

掃
る
間
際
に

一
人

雪
漢
で

一
寸
滑
落
し
ま
し
た
が
軽
傷
で

み
ま
し
た
ｏ

（
一
九
三
二
、

一
、

一
五

京
都
帝
大
旅
行
部
）

久
し
い
間
印
度
に
滞
在
し
て
ゐ
た
會
員

田
幸
夫
氏
は
奮
臓
病
気
の
角
縮
朝
、
慶

入
院
中
で
あ

る

が
共
後
経
過
良

に
て
近
く
退
院
せ
ら
れ
る
と
の
事
で
あ

。
欣
び
ｒ
た
え
な
い
。

轟
脅
山
岳
界
近
況

冬
山
の
時
季
に
諸
兄
御
活
躍
の
事
と
存

ま
す
。

昨
年
壼
湾
山
岳
界
で
の
大
き
な
出
来
事

、
例
の
霧
泣
事
件
の
後
始
末
と
登
山
記

方
で
は
大
覇
尖
山
次
高
間
山
稜
の
縦

走
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
完
全
な
ト
ラ
ヴ
ア

ー
ス
は
含
員
北
田
正
三
氏
宇
佐
見
守
氏
、

菫
潜
山
善
含
員
井
上

一
男
氏
の

一
行
に
よ

つ
て
最
初
に
な
さ
れ

一
九
二

一
年
五
月
會

員
ウ
ナ
ル
ト
ン
氏
グ
ロ
ス
氏
及
び
私
に
よ

つ
て
中
途
迄
な
さ
れ
た
時
の
初
志
が
遂
行

出
来
た
の
で
あ
つ
た
。
尤
も
こ
の
試
み
は

生
駒
氏
等
及
び
私
の
組
が
嘗
て
大
覇
尖
山

初
登
攀
の
際
人
角
的
故
障
に
よ
つ
て
中
止

し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
私
自
身
や
る
つ
も

り
で

「夢
潜
山
岳
」
第
五
琥
に
書
い
すこ
末
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尾
の
文
が
ｂ
北
田
氏
其
の
他
の
組
の
人
々

を
刺
戦
し
た
事
は
事
貴
な
の
で
此
の
黙
で

私
も
責
任
を
感
じ
て
ゐ
る
。

北
田
氏
の
一
行
と
殆
ん
ど
同
時
に
皇
北

高
等
學
校
の
組
が
ピ
ヤ
ナ
ン
か
ら
入
つ
て

桃
山
を
経
、
大
覇
尖
山
に
往
復
し
て
か
ら

シ
ミ
タ
の
断
崖
は
東
に
さ
け
て
ゐ
る
。
叉

之
に
少
し
お
く
れ
て
裏
潜
線
督
府
鐵
道
部

山
岳
部
の

一
行
が
っ
逆
に
次
高
山
か
ら
始

め
て
大
部
分
案
内
人
夫
な
し
て
大
覇
尖
山

迄
員
正
の
ト
ラ
ヴ
ア
ー
ス
を
や
つ
た
。
此

の
行
は
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
無
智
な
さ
は

ぎ
を
件
つ
すこ
。
な
ほ
大
覇
尖
山
は
昨
夏
墓

北
商
業
學
校
の

一
組
ｂ
昨
春
四
月
壼
彎
山

岳
會
の
井
上
、
高
尾
氏
等
の
組
に
よ
つ
て

も
登
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
に
角
こ
の
山
脈
に

登
山
者
が
集
中
し
た
事
は

一
は
蕃
害
事
件

で
菫
中
縣
下
蕃
地
が
登
山
者
に
門
戸
を
閉

し
た
事
も
確
か
に
あ
る
が
、
内
地
と
同
じ

く
所
謂
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
肇
高
き
今
日
、

嘉
潜
否
日
本
有
数
の
瞼
怪
な
山
稜
が
目
が

け
ら
れ
る
反
映
で
あ
る
。
な
ほ
含
員
鹿
野

忠
雄
君
は
次
高
山
東
側
及
び
南
側
を
精
査

し
ｂ
更
に
郡
大
蕃
地
よ
リ
ウ
ラ
モ
ン
（
マ

ホ
ラ
ス
山
の
正
名
）
其
の
他
未
知
の
峯
々

を
探
査
さ
れ
ス
既
に
残
表
の
あ
つ
た
如
く

新
高
南
山
、
南
玉
山
に
も
行
か
れ
た
。
南

玉
山
は
初
記
録
で
あ
る
。
そ
の

一
部
分
は

二
年
前
私
共
が
ク
ラ
イ
ム
を
試
み
た
所
で

あ
る
。
鹿
野
君
は
東
山
の
一
つ
の
ガ
リ
ー

も
登
ら
れ
た
が
之
も
始
め
て
の
行
ら
し
く

思
は
れ
る
。
衛
ほ

一
九
二
〇
年
夏
慶
應
山

岳
部
の
人
々
に
よ
つ
て
ア
マ
チ
ユ
ア
と
し

て
始
あ
て
登
ら
れ
た
シ
ン
カ
ン
山
は
、
昨

夏
蔓
北

一
中
の
登
山
除
に
よ
つ
て
登
ら
れ

■
。
以
上
が
昨
年
中
の
主
な
出
来
事
で
あ

つ
た
。
大
覇
尖
山
次
高
山
間
の
山
稜
に
ｌｔ
地
形

国
に
無
名
の
ビ
！
夕
が
大
分
あ
る
。
墓
北

山
岳
會
で
は
昨
年
十

一
月
の
會
合
で
之
等

に
命
名
す
る
事
に
し
、
つ
と
め
て
蕃
人
呼

稗
を
尊
重
し
て
曇
表
し
た
。

（墜
潜
山
岳

彙
報
参
照
）
き
ま
つ
た
の
は
小
覇
尖
山
ヤ

ボ
ラ
ン
山
ン
ミ
タ
創
山
等
で
あ
る
。

衛
ほ
次
高
山
が
菫
北
午
野
か
ら
見
え
る

や
否
や
の
問
題
は
、
事
潜
山
岳
に
本
田
氏

が
曇
表
し
て
以
来
各
方
面
に
注
意
を
惹
い

た
。
目
下
次
高
山
項
か
ら
壼
北
李
野
が
見

え
る
事
は
確
賞
だ
が
、
逆
の
場
合
は
鑑
別

が
困
難
だ
ら
う
と
い
ふ
事
に
な

つ
て
ゐ

ろ
。
つ
ま
り
皇
北
李
野
が
見
え
る
の
は
次

高
山
項
の
極
く

一
小
部
分
で
は
な
い
か
と

云
ふ
の
で
あ
る
。

一
健
童
潜
の
山
々
は
平

野
か
ら
の
鑑
別
が
大
分
む
づ
か
し
い
の
で

あ
る
。
十
二
月
か
ら
正
月
に
か
け
て
今
迄
知
ら

れ
た
登
山
記
録
は
、
菫
北
高
校
の
組
の
新

高
主
山
行

（普
通
の
ル
ー
ト
）
含
員
宇
佐

美
氏
皇
溝
山
岳
會
員
永
石
淳
氏
及
び
私
の

一
行
の
新
高
駐
在
所
を
中
心
と
し
て
の
放

射
線
的
登
行
、
菫
溝
山
岳
含
員
武
上
。
中

崎
、
結
城
氏
等
の
新
高
主
山
、
季
姑
ラ
ン

山
、
マ
ホ
ラ
ス
山
行
で
ｂ
あ
と
は
童
北
附

近
の
中
級
山
岳
の
北
揖
天
山
越
え
ケ
イ
ア

イ
山
鳥
嘴
山
行
の
二
っ
位
で
あ
る
。

今
年
の
正
月
の
新
高
山
は
降
雪
が
割
合

に
あ
つ
て
そ
の
角

一
般
の
登
山
は
危
険
に

付
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
。
私
共
の
行
つ
た
時

に
は
大
分
沿
え
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
で
も
ガ

リ
ー
に
は

一
杯
雪
が
埋
つ
て
ゐ
て
久
し
ぶ

り
で
内
地
の
冬
山
の
氣
分
を
味
つ
た
。
奈

落
坂
ガ
リ
ー
の
下
降
は
夜
に
な
つ
て
大
分

困
難
し
た
。
ロ
ー
プ
も
盛
ん
に
使
ひ
私
逹

は
低
い
所
の
針
峯
の
様
に
尖
つ
た
二
つ
の

岩
に
も
初
登
攀
し
た
。
兎
に
角
新
高
は
雲

の
あ
る
時
は
勿
論
、
岩
だ
け
で
も
ま
だ
ま

だ
充
分
に
業
し
め
る
余
地
が
あ
る
。
菫
潜

の
高
い
所
の
岩
場
と
し
て
は
や
は
り

一
番

ま
と
ま
つ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。

一
九
三
二
年

一
月
　
　
沼
井
鐵
大
耶

研

　

究

　

欄

ゾ
‥
ム
式
の
海
豹
皮
に
就
て

私
が
ダ
ー
ム
の
皮
を
初
め
て
買
つ
た
の

は
、
ス
イ
ス
の
ポ
ン
ト
レ
シ
ー
ナ
だ
つ
た
。

今
迄
の
面
倒
臭
い
皮
に
比
べ
て
、
ス
キ
ー

の
裏
に
び
つ
た
り
と
付
い
て
軽
い
ノ
ー
ム

の
皮
は
、
私
を
す
つ
か
り
喜
ば
せ
て
し
ま

つ
た
。
斜
面
の
登
り
は
今
迄
よ
り
も
逓
か

に
業
に
な
つ
た
。
併
し
そ
れ
よ
り
も
私
を

有
項
天
に
し
た
の
は
、
下
り
が
氣
持
よ
く

ぐ
ん
ぐ
ん
と
滑
る
こ
と
で
あ
つ
た
。

ピ
ン
ツ
ｏ
パ
リ
ユ
ウ
に
も
、
ベ
ル
ニ
ー

ナ
に
も
之
で
登
つ
た
。
そ
し
て
す
つ
か
り

ダ
ー
ム
の
皮
の
静
讃
者
に
な
つ
て
し
ま
つ

た
。併
し
な
が
ら
、
長
く
使
つ
て
ゐ
る
間
に

そ
の
欠
隅
も
日
に
付
く
様
に
な

つ
て
来

た
。
第

一
に
、
途
中
で
皮
が
何
か
の
拍
子

で
剥
が
れ
た
場
合
、
今

一
度
付
け
直
す
こ

と
が
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
出
資
の
前

に
餘
程
氣
を
付
け
て
り
か
な
い
と
、
剥
が

れ
だ
皮
は
、
寒
い
所
で
は
ど
う
し
て
も
云

ふ
事
を
聞
い
て
臭
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
温
つ
た
雪
の
上
を
歩

い
た

後
、
ス
キ
ー
デ
ポ
な
ぞ
へ
置
い
て
お
く
と
、

気
温
が
下
つ
た
場
合
、
濡
れ
た
皮
が
凍
つ

て
ス
キ
ー
か
ら
離
れ
て
し
ま
ふ
事
が
あ
る

こ
ん
な
時
も
、
泣
い
て
も
ど
う
し
て
も
迫

ひ
付
か
な
い
程
み
ぢ
め
な
も
の
で
あ
る
。

乾
燥
や
共
他
の
設
備
の
よ
く
行
き
届
い

た
所
か
ら
の
ｂ
目
師
り
の
山
に
は
、
ダ
ー

ム
の
皮
は
、
此
の
上
も
な
い
重
賓
な
も
の

で
は
あ
る
が
、
長
い
幾
日
か
の
山
旅
の
場

合
に
は
、
餘
程
氣
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
。
設
備
の
悪
い
山
小
屋
な
ぞ
で
は
、
殊

に
注
意
し
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
ふ
。

前
の
晩
に
、
よ
く
皮
が
乾
い
て
ゐ
る
か

ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
事

で
あ
る
。
そ
し
て
よ
く
ン
ツ
ク
ス
を
塗
り

込
ん
で
か
ら
、
十
分
に
熱
を
興
へ
な
が
ら

皮
を
貼
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ン
ツ
ク

ス
は
、
グ
ー
ム
ｏ
ン
ツ
タ
ス
の
黄
色
の
箱

に
入
つ
た
の
が
い
ゝ
様
に
思
つ
て
ゐ
る
ｏ

出
来
る
な
ら
銀
を
使
つ
て
、
よ
く
ン
ツ
ク

ス
を
融
か
し
な
が
ら
皮
を
貼
つ
た
方
が
い

ヽ
様
で
あ
る
。

ダ
ー
ム
の
皮
は
、
出
来
る
だ
け
し
な
や

か
で
、
薄
い
方
が
使
ひ
い
ヽ
。
長
さ
は
十

分
に
ス
キ
ー
の
尾
部
の
所
ま
で
あ

る
の

が
、
滑
降
の
場
合
に
好
都
合
だ
と
思
つ
て

ゐ
る
。
幅
に
、
ス
キ
ー
の

一
番
狭
い
所
の

幅
よ
り
は
少
し
狭
い
位
な
の
が
．
色
々
の

意
味
で

一
番
よ
い
様
で
あ
る
。

ダ
ー
ム
の
皮
で
何
よ
り
便
利
な
の
は
、

ス
キ
ー
と
皮
の
間
に
雪
の
入
る
こ
と
が
な

い
事
ｔ
従
つ
て
ス
キ
ー
が
軽
く
、
角
付
け

し
て
登
る
場
合
に
Ｄ
全
く
皮
の
付
い
て
ゐ

る
事
を
感
じ
な
い
事
で
あ
る
。

不
便
な
の
は
、
途
中
で
急
に
付
け
度
く

な
つ
て
も
。
お
い
そ
れ
と
間
に
合
は
な
い

事
と
、
色
々
の
手
入
や
準
備
に
時
間
を
食

ふ
事
と
面
倒
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

ど
つ
ち
が
い
ヽ
と
に

一
概
に
は
云
へ
な

い
が
、
自
分
と
し
て
は
、
日
婦
り
の
山
で

昭
和
七
年
二
月
十
八
日
印
刷

昭
和
七
年
二
月
二
十
日
麓
行

需
躁席

角
田

吉
夫

税

行

所

會日否基
報本墓置
編山見彙

1瞬
1言|]
(所刷印堂明開)

な
い
限
り
、
之
か
ら
は
山

並
ロ

通
の
皮
を
使
は
ふ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

浦
松
佐
美
太
郎

含
報
係
よ
り

浦
松
氏
の
後
を
縫
い
で
、
角
田
氏
と
私

が
、
倉
報
の
編
輯
に
宙
る
こ
と
に
成
り
ま

し
た
が
、
斯
ふ
い
ふ
仕
事
に
、
経
験
の
無

い
私
は
、
高
事
角
田
氏
を
煩
は
し
て
了
つ

た
こ
と
は
．
洵
に
申
課
が
な
か
つ
た
。
次

琥
か
ら
些
と
は
御
手
博
ひ
出
来
る
よ
う
に

仕
度
い
も
の
で
あ
る
。

た

づ

さ
は

初
め
て
編
輯
に
開
典
つ
て
、
淋
し
く
感

げ
る
こ
と
は
、
千
人
近
く
會
員
を
擁
す
る

本
含
と
し
て
、
含
員
通
信
が
、
如
何
に
も

砂
い
こ
と
で
あ
る
。
之
は
會
員
相
互
の
ｂ

清
息
を
知
る
た
め
に
も
、
會
と
倉
員
の
、

親
し
み
を
加
ふ
る
た
め
に
も
、
大
い
に
必

要
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
極
簡
単
な

も
の
で
結
構
で
す
か
ら
、
ど
し
ノ
ヽ
御
通

信
を
御
願
ひ
し
て
置
き
ま
す
。

次
に
第

一
面
で
あ
る
が
Ｄ
従
来
多
く
役

員
の
方
々
に
、執
筆
し
て
戴
い
て
居
る
が
、

之
か
ら
は
廣
く
倉
員
諸
君
に
お
願
ひ
し
て

文
章
の
プ
ア
ラ
ヱ
テ
ー
を
多
く
仕
度
い
と

思
ふ
。
最
後
に
っ
今

一
つ
御
願
ひ
し
て
置
き
た

い
事
は
、
本
琥
か
ら
研
究
欄
を
設
け
ま
し

た
が
登
山
用
具
、
食
料
品
、
其
他
何
に
限

ら
す
諸
兄
の
御
経
験
、
或
は
御
考
案
な
り

を
、
ど
う
ぞ
御
遠
慮
な
く
、
御
璧
表
下
さ

る
事
を
所
つ
て
筆
を
欄
く
。

（
神
谷
）
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燿か しきスキー登 山の候 !!

ミ マ ツ 製 山 ス キ ー

アーノンベノンク、スキー印の御使用を !

シユタイガイゼン、デイノン等々々

用 意 し て 居 り ま す

褻け    ヽ

合 名 含 祗

美満津商店
東 京、本 郷、赤 門 前
電 話 (小石川)845.2071。
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